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編集方針

本報告書では、「財務情報」とESG（環境・社会・ガバナンス）などの「非財務情報」を統合して説明
しており、株主・投資家をはじめとしたステークホルダーの皆さまに当社の経営状況や持続的成長に
向けた取り組みについてご理解を深めていただくことを目的に発行しています。
今後も読者のご意見などを反映しながら、統合報告書のより一層の改善に努めていきます。
なお、本報告書における掲載データは財務情報・製品情報については2021年度決算報告（2022年
3月末時点）のデータを、それ以外は2022年8月1日時点のデータを掲載しています。
また、当社は2023年度より1-12月決算となります。

当社の事業の全体像を表す事業ピラミッドの頂点には、【事業目的】として「経営理念（創造・奉仕・協力）の実現」を位置づけ「到達点のない永遠に目指すべきゴール」
として、より高みを目指しています。
また【ビジョン】として「世界に、そして未来に誇れる企業を目指して」を掲げています。私たちタダノグループは、全てのステークホルダーの期待に応え、企業価値を
最大化するとともに「学習し、成長し続ける組織文化」を構築します。
私たちにとって絶対譲れない価値観、それは【C+SQE（SQE based on C）】のコアバリューです。コンプライアンスは、全ての土台であり安全第一・品質第二・効率第
三という優先順位はどんな時も変わりません。但し、三番目の効率を抜きにして企業経営は成り立ちません。そのためにも「安全第一」・「品質第二」を何としても確保しな
ければなりません。安全も、品質も、効率も、コンプライアンスという土台がないと確保できないと考えています。これらは不変の理念・価値です。
その上で、私たちはＬＥ（Lifting Equipment）を【事業領域】と定め、【長期目標】LE世界No.1を目指して、更なるグローバル化に取り組んでいます。
2019年にはDemagブランドのクレーン事業を買収し、グループ従業員の半数は海外で働き、売上高も海外向けが半数を超えるようになりました。「ONE 
TADANO」の実現とグループシナジーの発揮により、お客様・ステークホルダーの皆さまに更なる価値を提供します。
変化の激しい時代ですが、技術革新や環境問題への対応などさまざまな「Change」に挑み、LE業界のリーダーとなれるよう、グループ一丸となって取り組んでいきます。

当社ウェブサイト
でも決算やESGに
関する情報を開示
しています。ぜひご
覧ください。
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不変の理念・価値

事業目的

長期目標
事業領域

ビジョン

コアバリュー C+SQE (SQE based on C）

経営理念（創造・奉仕・協力）の実現

・ LE世界No.1　・ 海外売上高比率80%　・ 安定的高収益企業（平時の営業利益率20%）
（移動機能付）抗重力・空間作業機械
 ＝Lifting Equipment（LE）

世界に、そして未来に誇れる企業を目指して
私たちタダノグループは
・全てのステークホルダーの期待に応え、
　企業価値を最大化します。
・「学習し、成長し続ける組織文化」を構築します。

コンプライアンス ： Compliance 【C】
法令・ルールを遵守し、高い倫理観をもって、
公正・誠実に行動します。

安全 ： Safety 【S】
つくる人、扱う人、そして社会の人々の全ての
安全を最優先します。

品質 ： Quality 【Q】
質の向上を追求し、製品・サービス・
業務の品質を高めます。

効率 ： Efficiency 【E】
業務効率を向上させるとともに、
顧客の経営効率改善に寄与します。

事業特性

長期的に追い求める
目標・方針

中期・短期の
計画

日々の
仕事

事業の全体像（事業ピラミッド）

中 期 経 営 計 画（ 21- 2 3）

基本方針 重点テーマ
● 誇れる企業を目指して、赤い矢印に集中
● 「目の前の闘い」と「時代との闘い」を同時に制する

● グループシナジー最大化　● 耐性アップ
● 競争力強化　● ESG・SDGs推進　● DX・GXへの取り組み

タダノグループでは「市場：需要・為替（＝青い矢印）」というコントロールできない環境の中で、事業に対する「自助努力（＝赤い矢印）」に集中し、これに「投資（＝黄色い
矢印）」の成果を加えたものが「業績（＝黒い矢印）」であると位置づけています。
また「目の前の闘い」とは足許の景気経済や需要変動に対応し乗り越えていくこと、競合他社との競争に打ち勝つこと、「時代との闘い」とは高速・複雑・極端に変化す
る時代の中で、技術革新や需要構造の変化に対応することを指します。２つの闘いを同時に制し続けていくことにより、企業として持続的に成長し、企業価値を高めて
いきたいと考えています。
※詳細は当社ウェブサイトをご覧ください。
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